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町
で
は
町
民
、
事
業
者
及
び
神

奈
川
県
が
一
体
と
な
っ
て
、「
不
法

投
棄
・
散
乱
ご
み
総
合
対
策
事
業
」

を
推
進
し
、
様
々
な
不
法
投
棄
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
撲
滅

強
化
月
間
」
と
し
て
、
不
法
投
棄

物
の
撤
去
や
不
法
投
棄
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
事
業
を
重
点
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
開
成
町
に
お
け
る
不
法
投
棄
は

平
成
23
年
度
で
は
68
箇
所
で
総
重

量
は
４
９
１
㎏
あ
り
ま
し
た
。
開

成
町
の
特
徴
は
各
地
区
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
不
法
投
棄
が
非

常
に
多
く
、
家
電
や
家
具
、
分
別

さ
れ
て
い
な
い
ご
み
や
出
す
日
が

守
ら
れ
て
い
な
い
ご
み
が
多
く
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
カ
レ
ン
ダ

ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
分
別
、
出

し
方
、
時
間
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば

問
題
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
７
月
に
施
行
し
た「
開

成
町
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る
条

例
」
で
も
土
地
の
所
有
者
へ
不
法

投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
土
地
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
理

は
、
土
地
所
有
者
（
管
理
者
）
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
法
投

棄
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
自
己
の
所

有
地
の
十
分
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
山
林
、
河
川
、
道
路
、
公
園
、

民
有
地
な
ど
に
み
だ
り
に
廃
棄
物

①
環
境
美
化
推
進
協
議
会
委
員
に

よ
る
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
行
政
と
情
報
を
共
有
し

て
い
ま
す
。

②
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
環

境
美
化
推
進
協
議
会
委
員
や
収

集
委
託
業
者
、
町
が
排
出
し
た

者
へ
回
収
を
促
す
啓
発
シ
ー
ル

を
貼
り
付
け
ま
す
。

③
不
法
投
棄
禁
止
啓
発
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

④
防
犯
カ
メ
ラ
・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
の
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

　
収
集
で
き
な
い
ご
み
に
は
啓
発

シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
た
後
、
一
週

間
程
度
様
子
を
見
て
、
廃
棄
者
へ

の
自
主
回
収
を
促
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
自
治
会
内
で
分
別
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

治
会
内
で
の
分
別
が
困
難
な
廃
棄

物
は
町
で
回
収
を
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に

多
く
の
人
の
手
間
と
時
間
、
ま
た
、

処
理
費
用
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
各
自
治
会
の
推
薦
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
環
境
美
化
推
進
協

議
会
委
員
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

日
々
、
不
法
投
棄
撲
滅
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
に
お
け
る
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
の
現
状
に
つ
い
て
、近
年
、

産
業
廃
棄
物
の
大
規
模
な
不
法
投

棄
事
案
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の

の
、
引
越
し
ご
み
な
ど
の
一
般
廃

棄
物
系
の
小
規
模
な
不
法
投
棄
は
、

後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

11
月
は
不
法
投
棄
撲
滅
強
化
月
間
で
す

神
奈
川
県
や
開
成
町
の

　
　
　
　不
法
投
棄
の
現
状

不
法
投
棄
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　環
境
づ
く
り

不
法
投
棄
は
非
常
に

　
　
　
　
　重
い
犯
罪
で
す

開
成
町
の
不
法
投
棄
対
策

守
ろ
う
！
ご
み
出
し
ル
ー
ル

不
法

をを

投
棄

し
な
い
！

し
な
い
！

さ
せ
な
い
！

さ
せ
な
い
！

ゆ
る
さ
な
い
！

ゆ
る
さ
な
い
！

このシールが貼られた
ごみは収集しません。

を
捨
て
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
犯

罪
で
あ
り
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
1,
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

①
決
め
ら
れ
た
種
類
ご
と
に
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

②
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

③
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
を
出
す
前
に
も
う
一
度
、

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
出
し
方
が
分
か
ら
な
い

場
合
に
は
、
環
境
防
災
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
防
災
課
　
☎
84ｰ

０
３
１
４

環
境
防
災
課
　
☎
84ｰ

０
３
１
４

問
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【表１】　平成23年度決算に基づく健全化判断比率

実質赤字比率 ※1

開成町の比率 早期健全化基準

連結実質赤字比率 ※2

実質公債費比率 ※3

将来負担比率 ※4
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10.9
（平成22年度　11.2％）

104.7
（平成22年度　109.3％）

平成23年度決算に基づく開成町における健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率

財務課　☎84ー０３２２財務課　☎84ー０３２２問

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方自治体が財政の健全性を判断するための指標 ( 健全化判
断比率 )と、公営企業会計ごとに経営状況を明らかにする指標 (資金不足比率 )について平成23年度決算における状
況をお知らせします。

※１  実質赤字比率
一般会計等 ( 開成町の場合は、給食事業特別会計含
む )の実質的な赤字の標準財政規模に対する比率
※２  連結実質赤字比率
全会計を合算し全体としての実質的な赤字の標準財
政規模に対する比率
※３  実質公債費比率
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する比率
※４  将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財
政規模に対する比率

【単位 :％】

【単位 :％】

平成23年度
開成町の 健全化判断比率及び資金不足比率の概要

備考　実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は「―」で表示

備考　資金不足比率が算定されない場合は「―」で表示

【表２】　平成23年度決算に基づく公営企業の資金不足比率

比率の説明

～開成町の状況～

　健全化判断比率の各指標が早期健全化基準、財政再
生基準以上になった場合や資金不足比率が経営健全化
基準以上になった場合は、町に対して次のような内容
が義務付けられ、行政運営が制限されます。
早期健全化基準以上になると
　財政健全化計画の策定（議会の議決）、外部監査の
請求が義務付けられます。
財政再生基準以上になると
　財政再生計画の策定・公表が義務付けられ、計画に
対する国の同意手続きが必要となり、地方債の発行も
制限されます。
経営健全化基準以上となると
　経営健全化計画を公営企業ごとに策定しなければな
りません。

　平成23年度決算における開成町の各指標は、すべての指標（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率、資金不足比率）において【表１】と【表２】からわかるように早期健全化基準及び経営健全化基準を
十分にクリアしています。平成24年度以降も各指標の比率を維持しながら財政運営をしていく必要があります。

基準の説明

開成町の比率 経営健全化基準

20.0
－

－

開成町下水道事業特別会計

特別会計の名称

開成町水道事業会計


